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　「生い立ち」ならぬ「老い立ちの記」を書
いている。小さい字が読めなくなる。階段を
かけあがっても息切れがして電車に乗りお
くれるなど、年をとったと思わされるのは
ショックである。これを「老いるショック」と
いう。

　地下道を歩いていると「漏水注意」と書い
てあったりする。「老衰」を連想してしまう。

　年をとろうが目がかすもうが
　　恋に定年ありゃしない

　この都都逸に背中を押されて、女性に交
際を申し込んだ。すると「1対1のおつき合
いはおことわりします。サークルの皆さん大
勢とのおつき合いにしませんか」とことわら
れてしまった。これも「集団的自衛権」の発
露なのであろうか。

　20人ほどの集まりで健康漫談を披露し
た。92歳の男性が、皆さん笑ったあと一拍
置いて笑うので、そこでまたドッと笑いが起
こる。漫談が終わってからのその男性の述
懐。「よく笑ったので元気が出てきた。最近

は“まだら元気”なんですよ。」

　健康診断の結果「どこも悪いところはあ
りません」と医師からいわれたご高齢の女
性、「先生ひとつだけ悪いところがあります」
という。医師が驚いて「どこですか？」と聞
くと「夫婦仲」。

　フランス小咄。Ａ「この頃もの忘れがひど
くなってねえ」、Ｂ「いつから？」、Ａ「なんの
話だっけ……」。

　スイミングクラブへやってきたご高齢の
女性に指導員が「泳いだことありますか」
と聞くと「ない」という。「なぜ泳ごうと思わ
れたのですか」と聞くと「三途の川というの
があるそうなので、泳いで渡りたい」との答
え。「人間の体は水に浮くようにできていま
す。浮いたらあなたの好きな泳法を練習し
ましょう。次第に長い距離を泳げるように
なります。ターンの練習もしましょう。ひょっ
としたら向こう岸から戻ってこられるかも知
れません」
　この話をシニアクラスの人に伝えたら、全
員が目の色を変えてターンの練習を始め
た。
　夕刻、ご高齢の女性の家のお嫁さんがき
て「義母にはターンの練習だけはさせない
で下さい」。

　孫の作文その一。うちのおばあちゃんは
「お迎えがいつきてもいい」といいながら毎
日栄養剤をせっせと飲んでいます。

　その二。うちのおばあちゃんは隣のおば
あちゃんと長生き競争をしています。そして

「死んでもまけないぞ」といっています。

　その三。うちのおじいちゃんは「のむ、う
つ、かうの三拍子で元気なのだ」といってい
ます。のむのは薬、うつのはハリ、買うのは
宝くじです。

　敬老会で演者が「皆さんこれまでお子さ
ん、お孫さんに散々脛を齧られたてきたんで
すから、こんどはみなさんが齧る番です」と
いったら、前にいたおばあさんが「齧りたく
ても歯がないんだ」という。となりにいたおじ
いさんが「しゃぶりなさい」といった。

　「三宅島に立派な新山ができたらしい」と
おばあさんがいうので調べてみたら、新鼻

（にっぱな）新山のことであった。

　その昔、東名高速道路が開通したと聞い
たおばあさん、「日本も大したもんだねえ、す
きとおった道路ができたとは」と感心してい
た。透明道路と思ったのである。

冗句茶論 （ジョーク・サロン）
　　　　　　　　　　　　  

　松井寿一

  本当に色が識別できないならともかく、
支障がなくても一律にレッテルを張られ、
排除されるのは不当ではないか。これが高
柳さんの主張だった。法改正により、2001
年には就職時の色覚検査、2003年には学
校での色覚検査が廃止された。
  医療関係ではさまざまな非常識が残って
いる。それは患者側に立って本気で闘う高
柳さんのような人がいないからではないの
か。私はこの本をできるだけ多くの医療関
係者に読んでほしいと思っている。     
 　　　　　　　　　　　　   （田辺  功）

　私の学校時代、毎年のように色覚検査
があった。淡い点々模様の石原式色覚検
査表を先生が開き、生徒が浮き上がる文字
や数字を読み上げる。ところが、クラスで1
人か2人は読めない。周りの生徒は不思議
な顔だ。先生は「君は色覚異常だ」と冷た
く宣告する。
　関係ない者にはささいな光景だったか
も知れないが、宣告された当人は大学や就

職を制限され、結婚でも差別を受けた。
  著者の高柳さんは私が最も尊敬する医
師の１人だ。約40年前、眼科を開業し、色覚
異常の相談を受けた。その数年前、夫と米
国に留学した時、色覚異常の医師らが隠し
もせず話題にしていたのを思い出し、日本
は何かヘンだと感じた。信念を貫き通し、世
界で最もひどかった日本の色覚差別をほ
ぼ解消させたのだからすごい。
　「改訂版」は2014年夏、前著は1996年に
出版された。誤解だらけの色覚異常、差別
の実態、さまざまな圧力、その変遷など、著
書は貴重な報告書だ。
  色覚異常は個人差が大きい。多くは生活
や仕事に支障がないレベルだが、日本で
開発された色覚検査表は鋭敏すぎた。そ
れが学校検査に使われ、眼科医は、異常の
生徒を守るのではなく、色を扱えない者と
きめつけた。医学、農学、教育系などの大
学入学制限、資格からの排除、就職制限な
どが広がった。

高柳泰世著
『改訂版 つくられた障害 「色盲」』
朝日新聞出版刊

（本体1,250円＋税）

●10月

「第3回日本医学ジャーナリスト協会賞
  記念シンポジウム開催」

　発足25周年を記念して設けられ
た「日本医学ジャーナリスト協会賞」、
2014年で3回目を迎えました。
　受賞なさった写真の皆さんは、専門
職や読者から推薦、応援があって候補
になった方々です。
審査は、会長、２人の副会長、４人の幹
事があたりました。分野が重ならない
ように、新聞、雑誌、テレビ、出版社、フ
リーのジャーナリストの7人。全作品を
読み、ＤＶＤを視聴し、討議したのちに
投票して決めましたが、結果として、7
人の審査員の評価が一致したのが４
つの作品でした。

選考の物差
しは 3 つ で
す。オリジナ
リティがある
こと、その作
品が社会に
インパクトを
与えたとい
うこと、科学
性・客観性に
貫かれてい
るということ
です。
　大賞の２作品は、病気のつらさに加
えて社会から偏見や差別に苦しんでき
た人々の関心を集めていなかった遺伝
病とハンセン病の人々を時間をかけて
追い続けた作品。優秀賞の２作品は、
これとは対照的に、日本人の多くが関
心を寄せている老後の問題を、幅広く
丁寧に調べあげた作品です。

４作品に共通しているのは、医学の知
識を踏まえつつ、医学を超えた、ジャー
ナリストとしての幅広いものの見方に
貫かれていることです。
　それぞれの担当者の思いを書いて
いただきましたので、写真の左端の受
賞者から順にご紹介します。
　　　　　　　　　　（大熊由紀子）

▲受賞者の皆さん（左から大久保真紀さん、猪瀬美樹さん、石原亜矢子さん、村上紀美子さん）

▲挨拶する水巻会長と司会の大熊幹事

　日本医学ジャーナリスト協会は、質の高い医学・医療ジャーナリズムを日本に根付かせるために「日本医学ジャーナリスト協会

賞」を創設しましたが、第3回となる今年度の発表・授賞式および記念シンポジウムを、10月27日（月）、午後6時30分より、東京・

内幸町の日本記者クラブ（日本プレスセンター 9階宴会場）で開催しました。記念シンポジウムでは、コーディネーター大熊由紀

子幹事による司会で、受賞者と授賞作品の紹介、受賞者の作品についての想いが語られました。今回の受賞者は図らずも全員

が女性でした。そして授賞式の司会者が協会副会長の杉元順子さんで、参加者も女性が多く、医療ジャーナリズムの世界ではア

ベノミクスより一足早く女性が輝いていたのでした。各受賞者から寄せられた受賞の感想をお届けします。
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＜大賞＞

◆書籍部門　大久保真紀さん

『献身―遺伝病FAP（家族性アミロイド

ポリニューロパシー）患者と

志多田正子たちのたたかい』（高文研）

　志多田正子さんが亡くなってもうす
ぐ１年になります。享年７３歳。熊本県
荒尾市で、家族性アミロイドポリニュー
ロパシー（ＦＡＰ）という遺伝病に苦し
む患者やその家族に生涯を捧げた人
です。受賞作「献身」は志多田さんを主
人公に、この難病と闘い続けてきた患
者、家族の歴史を綴りました。
　志多田さんに出会ったのは、２００１
年９月。福岡市の朝日新聞西部本社社
会部に転勤したばかりだった私は、Ｆ
ＡＰの患者会「道しるべの会」の集ま
りがあると聞き、足を運びました。その
会の代表を務めていたのが、志多田さ
んでした。
　ＦＡＰは２分の１の確率で遺伝する
神経難病です。３０歳前後で発症し、
主に肝臓でつくられる特殊なたんぱく
質が神経や臓器にたまり、下痢を繰り
返し、やせ衰え、寝たきりになって１０
年ほどで死を迎えます。根治療法はな
く、唯一の対症療法とされるのが肝臓
移植。長い間、風土病、奇病と忌み嫌わ
れ、差別や偏見を恐れた患者や家族は
ひたすら隠し続けてきました。
　取材を申し込んだ私に「寝た子を起
こすな」と患者と家族は反発、志多田さ
んはさらに厳しい口調で「来ていらん」
と言いました。
　私は手紙を書き、電話をし、時間を見
つけては訪ねました。１年ほどして、「患
者さんに話を聞いてみる？」と初めて言

われました。以来、１３年取材を続けて
きました。そのうちに志多田さんは「患
者、家族の歴史を残してほしい」と言う
ようになりました。
　当初出版を承諾してくれていた出版
社からは最終的に「患者数が少ない。
部数が出ない」と断られ、私は志多田さ
んが健康なうちに形にしたいと自費出
版を選びました。残念ながら、本の完
成は志多田さんが亡くなった２日後で
した。
　無償の支援活動を４４年続け、無名
のまま亡くなった志多田さん。大賞受
賞をだれよりも喜んでいるのは、天国
の彼女ではないかと思います。選んで
いただいたことに心から感謝を申し上
げます。ありがとうございました。

＜大賞＞

◆映像部門　日本放送協会　制作局

文化・福祉番組部　ディレクター　

猪瀬美樹さん

ETV特集「僕は忘れない ～瀬戸内 

ハンセン病療養所の島～」

　この度は、素敵な賞に選んでいただ
きありがとうございました。2007年に
ドキュメンタリー「忘れないで ～瀬戸
内 ハンセン病療養所の島～」を制作し

（全109分/児童福祉文化賞推薦作品
受賞）、今回はその続編です。
　再び島と向き合う中で、大切なのは

《繰り返し見つめること》、《見つめ続け
ること》だと思いました。
　主人公の昂生くん（18歳）は、入所者
の方たちに解剖台の聞き取りを行う過
程で、自分が「小学生の頃に海岸に捨
てられた解剖台を見ていたこと」を思い

出しました。当時は知識も視点も十分
でなかったため、異形の塊を目にして
いたものの通り過ごしていたのです。し
かし、18歳の視点で再び解剖台を《見
つめ直す》ことで、そこに刻まれた数十
年という時間の積み重なりを感じ、伝え
られるまでに成長していきます。
　私も、同じような体験をしました。そ
れは、療養所の納骨堂に納められる骨
壺についてです。12年前に初めて島の
納骨堂をお参りした時、故郷に帰るこ
となく佇む２千余りの骨壺を前に、私
はただ茫然と立ち尽くすことしかでき
ませんでした。
　７年前のドキュメンタリー「忘れない
で」でも、納骨堂は重要なモチーフの一
つでした。しかし、当時も徹底的に向き
合っていたはずの納骨堂に、その後、
自分の知っている方たちが次々と納
まっていく様を目の当たりにし、表現し
尽くせていないことがまだあると考え
るようになりました。そのため、今作で
は、長年お付き合いをしてきた入所者
で、陶芸家の山本隆久さんの人生の決
着の付け方と対峙しようと考え、島の
土で骨壺を作る姿を撮影させていた
だくことにしました。その時初めて、大
島独特の“小さな骨壺”の意味と山本
さんの心の奥底に秘められていた想い
を知りました。私からまだ少し遠い場
所にあった骨壺が、鋭い痛みと優しい
色彩を伴って、心と映像に刻まれた瞬
間でした。今回の受賞で「まだ続けて
いいんだよ」と皆さんに背中を押してい
ただき、勇気づけられました。

＜優秀賞＞

◇新聞部門　新潟日報社報道部　

社会保障班

意識しました。こうした評価
をいただけたことにも力づけ
られました。
　厚生労働省は先日、団塊
の世代が７５歳以上となる
２０２５年に認知症の人が約
７００万人に達するとの新た
な推計を明らかにしました。
認知症対策は国家戦略にも
位置付けられました。高齢化
が加速する中、私たちが暮らす地域社
会はこれからも認知症の増加に向き
合っていかなくてはなりません。今後も
引き続き、重要な取材テーマとして取り
組んでいくつもりです。
　
＜優秀賞＞

◇書籍部門　村上紀美子さん

『納得の老後 日欧在宅ケア探訪』

（岩波書店）

　いまや80歳90歳は当たり前という、
人類史上初めての挑戦の時代を迎え
ました。長い老後を享受できる反面、心
身の経年変化で日常茶飯に助けが必
要になり、しかし同居家族は、いない
か、超高齢者同士です。
　さてどうするか、個人もコミュニティ
も制度や経済も…、という危機感をも
ちつつ、きっと知恵があるはずと、日本
や海外９か国を探訪してきました。私
自身が90歳前後要介護認知症3人の
遠距離サポート中という当事者感覚
で、できるだけ家庭訪問に同行して医
療者・患者・家族と話したリアルな姿を、
欧州4か国からご紹介しています。
　ドイツでは、訪問看護・介護・ケアマ
ネジメントが一体となり、５時～ 23時

をカバーする在宅ケアに同行。私がお
世話になった家庭医や、市民後見人
のインタビューもできました。オランダ
の在宅ケアの新たなビジネスモデル

「ビュートゾルフ」は、スタッフと利用者
を集めています。デンマークは、現場
発のアイデアをいかした行政サービス
の中で、個別ケアが印象的です。英国
では、家庭医と地域看護師などによる
プライマリーケアと、マギーズがんケア
リングセンターなどの民間チャリティ団
体の働き。ケアホームの質向上に、官・
民・学協働で取り組んでいました。そし
て日本は、「長崎Drネット」、訪問看護ス
テーション、「暮らしの保健室」や「街
中サロンなじみ庵」が登場します。
　ライフスタイルも制度も手続きもなる
べくシンプルに、ケアされる人が支え合
う人に変わり、それでも助けが必要に
なったら堂 と々。これが、納得の老後に
いかせる知恵と、見つけました。
　今回の受賞は『納得の老後―日欧
在宅ケア探訪』(岩波書店)でご紹介で
きた、すばらしいみなさんを代表してい
ただきました。同時期に、病院医療につ
いての問題意識から『患者の目線　医
療関係者が患者・家族になってわかっ
たこと』(医学書院)も出版でき、この2
冊が私のささやかな活動の集大成と、
心より感謝しています。

　なお、今年度の授賞作品の受賞理由
および過去2 回の受賞者、受賞作品、
記念シンポジウムの模様については、
http://meja.jp/prize.htmをご参照
ください。

「知ろう認知症」をはじめとする

「あんしんネット」認知症シリーズ

担当デスク・石原亜矢子さん

　「『知ろう認知症』をはじめとする『あ
んしんネット』認知症シリーズ」に、第３
回医学ジャーナリスト協会賞優秀賞と
いう評価をいただき、とてもうれしく
思っています。
　受賞決定時、シリーズはまだ継続中
でした。その後も認知症の初期支援を
考える連載企画や、介護中の家族や特
養へのアンケート結果などを掲載し、
２０１４年１２月にひと区切りを付けま
した。２０１３年９月のスタートから計
１４本の連載を掲載しました。多くの
方々から認知症介護の貴重な体験を
聞かせていただけたことと、読者から
の反響が支えになりました。
　シリーズで一貫して考えてきたのは

「認知症になっても地域で安心して暮
らすには、どうしたらよいのか」という
ことでした。締めくくりの特集では取材
班として、「支援は正しい理解から」「介
護の悩み、分かち合おう」「本人の声に
耳を澄ませて」「ケアにつながる早期診
断を」「気軽に集える居場所増やそう」

「『お互いさま』の地域づくりを」―の
６点を提案しました。
　今回の受賞理由の中に、「あくまで
も読者と共に考える姿勢を貫いてい
る」との言葉がありました。認知症の増
加が深刻な影響をもたらしていること
は、私たち自身が生活の中でひしひし
と感じていました。地域に根差す地方
紙として、問題点を声高に指摘するだ
けではなく、解決の手だてを一緒に考
えていくという姿勢は、スタート時から

▲シンポジウムは女性の熱気に包まれた
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●8月例会

「福島における心のケア－大震災から3年半後の自殺対策」
相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会
　　丹羽真一さん （福島県立医大名誉教授）

　　米倉一磨さん （相馬広域こころのケアセンターなごみセンター長）

報告・小川明 （OGAWA, akira）

●相双に新しい精神科医療をつくる 

　まず、丹羽真一さんが「相双に新し
い精神科医療保健福祉システムをつ
くる会」を発足させた経緯を詳しく説
明した。相双地区は福島県太平洋岸
の浜通りの北部に位置し、南相馬市
や相馬市、その周辺を指す。原発事故
で南のいわき市からの交通が通行止
めとなり、福島市からも車で2時間か
かる。さまざまなサービスが届きにく
い。取り残された地域である。
　この相双地区の精神科医療の大
半は２０１１年３月１１日の大震災と
原発事故で、崩壊した。福島県立医
大精神神経科の教授だった丹羽さん

（１２年定年退職）は「福島医大心の
ケアチーム」を組織し、福島県海岸部
の精神科医療支援の先頭に立った。
全国から駆けつけた精神科医もこの
ケアチームに参加する形で支援した。
１１年５月には、相馬市の公立相馬病
院に臨時精神科外来を開設し、避難
所や仮設住宅での保健活動にも取り
組んだ。
　この活動を続けるため、「相双に新
しい精神科医療保健福祉システムを
つくる会」が生まれ、１１年１２月にＮ

ＰＯ法人として認
可されて、丹羽さん
が理事になって発
足した。まず、「 相
馬広域こころのケ
アセンターなごみ」
と医療法人「メン
タルクリニックな
ごみ」を設 置し、
１４年４月には「訪
問看護ステーショ
ンなごみ」も開設
した。いずれも、精神医療保健サービ
スの向上や職員不足を解消する新し
い拠点になっている。

●こころのケアセンター

　なごみの活動

　「相馬広域心のケアセンターなご
み」センター長の米倉一磨さんは相
談事業や訪問活動、仮設住宅での取
り組みについて具体的に報告した。
最初に、津波で破壊されたまま放置
されている南相馬市の小高地区の写
真を示し、「相双地区のコミュニティー
の創生はようやく始まったばかり。長
期にわたって支援が必要だ」と語っ

た。「相馬広域心のケアセンターなご
み」は相馬事務所と南相馬事務所で
計３００の訪問対象者を支援してい
る。「なごみ」という親しみやすい呼称
も手伝って、「なごみに頼みます」とい
う事例紹介が増えている。
　こころの問題としては、仮設住宅か
ら復興へのコミュニティー再構築の
必要性、避難生活の長期化によるス
トレスの増大などがあるという。「災
害では、精神障害者らの生活弱者の
問題が顕在化しやすい。長期の避難
による身体症状や生活習慣病、認知
症の悪化、アルコール関連問題の表
面化に、医療、福祉従事者不足による

　８月例会が８月２７日、アルカディア市ケ谷で開かれた。原発事故でいまも約１３万人が避難を続ける福島県の人々の心のケ

アや自殺問題をめぐって、現地で活動を支援してきた精神科医の丹羽真一・福島県立医大名誉教授と、精神科認定看護師で、

「相馬広域こころのケアセンターなごみ」の米倉一磨センター長が福島の状況をつぶさに報告した。大震災に伴って起きた東京

電力福島第一原発事故から3年半。原発事故によって長く続く放射能汚染という未曽有の環境で、心のケアをどう進めてきた

か、どう継続しようとしているのか、を知るよい機会になった。その講演の一端を紹介する。

　この例会は、原発事故で避難した５８歳女性の自殺に関して夫が東京電力に求めた損害賠償請求訴訟の判決（原告勝訴、

控訴せず判決確定）が福島地裁で言い渡された日の翌日だった。丹羽さんは「昨日、東電に賠償（約４, ９００万円）を命じる判

決があった。自殺が福島で多い状況は続いている。十分な手当てをしておかないと、なお増える恐れがある」と講演を始めた。

▲講演後に会場からの質問に答える丹羽真一さん（右）と米倉一磨さん

サービスの低下が重なる」と地域の
問題を強調した。相双地区の人口1万
人当たりの精神科病床数は、震災前
の４２床（全国平均２８床）から激減、
直後の混乱が収まってからやや回復
したが、１２床に落ち込んだままに
なっており、精神障害者の受療中断
者が多い。
　相馬広域こころのケアセンターな
ごみは、被災者の間で集団（サロン）
活動をしたり、ハローワークでの相談
活動をしたりして、草の根のような交
流会などで人間関係を築いている。

「子どもは３割が戻っているが、支援
が必要な子どもも増えている。一生の
対人関係をつくる大事な時期に避難
していて、放射能不安から外遊びが
減っており、身体面や言葉の発達の
遅れが感じられる。母親も、情報があ
ふれて、何を信じてよいか、わからな
い状況に陥っている」と母子を取り巻
く苦境を訴えた。
　仮設住宅の住民への聞き込み調
査では、「先行きの見えない不安感が
長期化し、身体に影響が出ている」こ
とがわかった。米倉さんは今後の課
題として「相双地区ではＳＯＳを出す

ことをためらう住民がいる。現在の体
制では十分でなく、人的支援が急務
だ。精神科医療の崩壊、原発事故な
ど複合的な問題を抱えている。活動
を効果的にするのは、制度、教育、財
源の保障などを整備していく必要が
ある」と指摘した。継続的な心のケア
をするための資金は、内外の財団や
企業からの寄付のほか、会員の会費
で確保している。米倉さんは会員募
集にも言及し、地域で求められるサー
ビスを提供していく方針を強調した。

「事前に連絡があれば、取材にも協力
する」と約束した。

●原発事故関連の自殺が

　年々増加

　米倉さんの講演の後、丹羽真一さ
んが福島県の自殺の状況を説明し
た。大震災や原発事故が原因とみら
れる自殺は１４年3月末で、福島県で
４９人に上る。このうち相双地区は
１４人で、相対的に多い。大震災に関
連する自殺者は、宮城、岩手県で、3
年半の間に、減少傾向にあるが、福島
県だけは年々増加しており、原発事故
の影響の長期化がうかがえる。

　原発事故の風評被害も重なって、
有数の農業県だった福島県の農林水
産業の生産額は減ったままだ。いま
も約１３万人が不自由な避難生活を
送っている。福島県が１４年に実施し
た意向調査でも、半分以上の避難者
が「何事も以前より楽しめなくなった」

「よく眠れない」と答えた。県内の児童
虐待に関する相談件数も、避難者が
多い地域で増えている。支援者の側
のメンタルヘルスの問題もあり、被災
自治体で長期休職者が大震災後、増
加する傾向にある。
　講演後の質疑応答で、丹羽さんは

「ふくしま心のケアセンターや、福島県
立医大に１３年に設置された災害ここ
ろの医学講座などが連携して、県民か
らの相談や自殺予防などに取り組ん
でいる。問題を抱えている方がいらっ
しゃれば、保健師に伝えているが、隔
靴掻痒（かっかそうよう）の感もある」
と話した。
　福島をどう支援していくかは、大き
な課題であることを印象づける講演
と議論だった。

 （おがわ・あきら＝科学ジャーナリスト）

〈第20回国際エイズ会議報告〉

容易ではない 「エイズの終焉」
　　　　　　―メルボルン・第２０回国際エイズ会議

　　報告・日比野 守男（HIBINO, Morio）

　エイズに関する研究者、臨床医、非
営利・非政府組織（ＮＧＯ）、行政官ら
が一堂に会する国際エイズ学会（ＩＡ
Ｓ）主催の第２０回国際エイズ会議が

「速度を上げよう（Stepping Up the 
Pace）」をテーマに２０１４年７月２０日
から２５日までの６日間、オーストラリ
ア・メルボルン市のメルボルン・コンベン
ション・エキシビション・センターで開か
れた。

　参加したのは１７０国から１２,５００
人。参加者数は２年前に米国・ワシン
トンＤＣでの第１９回会議の半分、
１９９４年に横浜市で開催の第１０回
会議とほぼ同数だ。
　メルボルン会議は開幕直前から思わ
ぬ事態に見舞われた。ウクライナ東部
で撃墜されたアムステルダム発クアラ
ルンプール行マレーシア航空の旅客機
ＭＨ１７便の乗客に、会議出席予定の

ヨープ・ランゲ元同学会会長ら研究者
をはじめ世界保健機関（ＷＨＯ）職員
など計６人の関係者が含まれていたか
らだ。
　搭乗していた乗客・乗員２９８人のう
ち、地元オーストラリア国籍者はオラン
ダ、マレーシアに次いで多い２8人。撃
墜関連の報道で地元紙は連日埋め尽
くされ、エイズ会議を伝える報道は終
始目立たなかった。
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　ワシントン会議にも取材で訪れたが、
会議直前に中西部のコロラド州オーロ
ラ市の映画館で死者１２人、負傷者５０
人を超す銃乱射事件が発生。１９９０
年以来２０年ぶりの米国での開催で、
世界のエイズ研究をリードする米国の
威信をかけた会議も、乱射事件の余波
を受け、エイズ会議関連の報道が押さ
れ気味だったことが想起された。
　メルボルン会議も冒頭から異例の幕
開けとなった。開会式では、議長を務
めるフランス・パスツール研究所教授で
同学会会長のフランソワ・バレシヌシ氏

（エイズウイルス発見の功績で０８年
ノーベル医学・生理学賞受賞）は「６人
の死は大きな痛手だ。しかしここにい
る我々がこの１週間議論し、お互いに
学ぼうとすることは彼らが望んでいた
ことだと強く信じる。メルボルン会議を
彼らに捧げたい」と弔辞を読み上げ、哀
悼の意を表するとともに、出席者全員
が起立して殉職した６人へ１分間の黙
祷を捧げた。
　会議で注目されたのはエイズウイル
ス（ＨＩＶ）感染、エイズの治療がどこ
まで進んでいるかだ。
　ワシントン会議では「エイズのない
世 代（AIDS-free generation）」の 実
現を目標に掲げ、現在を「エイズ終焉
の始まり」と位置付けた。それが今、ど
うなっているのか。
　米国のエイズ研究の第一人者であ

る米国立アレルギー・感染症研究所長
のアンソニー・ファウチ博士は「ＨＩＶ
の科学的な発見における重要な挑戦」
と題して講演。
　「我々はすでに持っている治療法と
予防法をベースにエイズのない世界を
実現することができる」と断言。その一
方で「我々はまだ治療法研究の初期
段階にとどまっており、多くの問題に直
面している」と認めた。
　その最大の障害は「体内でリザー
バー（ＨＩＶが活発に活動しない潜伏
感染細胞）を急速につくるＨＩＶの能
力だ」と指摘したうえ「リザーバーの特
徴などを突き止めるのは研究者の最
優先課題だ」と強調した。
　その具体例として、現在４歳を迎えた

「ミシシッピベイビー」について触れた。
米ミシシッピ州でＨＩＶに感染して生
まれた女児のことで、生後３０時間を
待たずに抗レトロウイルス薬 （ＡＲＶ）
による集中的な治療が始まり、１８カ月
続いた。その結果、治療中断後も２７カ
月間、血中のＨＩＶや抗ＨＩＶ反応が
確認されず、世界で初めての治癒症例
として１３年３月に公表された。だが、
会議直前の１４年７月１０日、ＨＩＶが
再度検出されたことが明らかにされ、
世界中の研究者を落胆させた。微量の
リザーバーが残っていたらしい。
　このことは、極めて少量のＨＩＶでも
体内に残っていれば再び増殖すること

「我々はまだ大きな課題に直面している」と講演で述
べる米国立アレルギー・感染症研究所長のアンソ
ニー・ファウチ博士

会議場を埋め尽くした１７０カ国の研究者やＮＧＯ関係者=屋内の写真は、いずれもメルボルン・コンベンションセン
ターにて

２０回目を迎えた国際エイズ会議への祝辞と、マレー
シア航空旅客機に搭乗し、不幸な死を遂げた会議関
係者への弔辞を述べる来賓のビル・クリントン元米国
大統領

弔辞を述べるフランソワ・バレシヌシ議長（左）と、共同
議長のシャロン・レビン・モナシュ大学 （オーストラリ
ア）教授

を示しており、完全な治癒の実現がな
お容易ではないことを会議参加者は
再認識せざるをなかった。
　「体内から完全にＨＩＶを取り除く
方法がない現在、リザーバーへの理解
をさらに深めことがＨＩＶの完全な治
療につながる」とファウチ博士は講演
の中で研究者の奮起を重ねて促した。
とはいえ、ＨＩＶ感染者数は着実に
減っていることは間違いない。
　国連合同エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）
によると、これまでに世界で７８００万
人がＨＩＶに感染。うち３９００万人
がエイズに関連した疾病で死亡した。
１３年の１年間で２１０万人が新たに
感染、１５０万人が死亡している。
　だがエイズ関連死者は最も多かっ
た０５年よりも３５％減少、過去３年に
限ってみると１９％減るなど最近の１０
年で最大の減少率を示している。新
規感染者も２００１年よりも３８％減っ
た。予防法の普及や、治療法の進歩の
成果といっていい。
　他の疾患と違い、エイズほどＮＧＯ
の果たす役割が大きい疾患はない。そ

れだけに、会議で発表される演題のう
ち半数近くがＮＧＯの活動に関係した
内容で占められた。
　国際エイズ会議にはこれまでたびた
び取材に訪れた。どの会議でもＮＧＯ
は従来、決まってパフォーマンスを行っ
てきた。ときには過激なパフォーマンス
に走って会議の進行を妨害し、顰蹙を
買うこともあったが、最近はそうした行
動はほとんど鳴りを潜めた。
　今回の会議でも、ある製薬企業の
ブースをＮＧＯのメンバーが一時占拠
し、高額なＡＲＶが治療へのアクセス
を妨げているとして価格の引き下げを
求める実力行使に出た。だが“引き際”
をわきまえているようで、しばらくする
とＮＧＯは何事もなかったかのように
解散した。
　紆余曲折を経ながらも、貧困国にも
ＡＲＶが低価格で行き渡るようになり、
ＨＩＶ感染防止活動のおかげで、感染
拡大のスピードが鈍化してきた。ＨＩＶ
感染しても早期診断され、きちんとし
た治療を受ければ非感染者と平均寿
命がほとんど変わらないほどまで状況
は改善されてきている。こうした状況を
反映しているのだろう。
　ＨＩＶの感染率は国単位でみると下
がってきているが「キー・ポピュレー
ションズ（key populations）」といわれ
るコマーシャルセックスワーカー（ＣＳ
Ｗ、売春従事者）、男性同性愛者、静脈
注射による薬物乱用者（ＩＶＤＵ）な
どのグループでは依然として高いレベ
ルにとどまっており、その対策が急が

れる。今回の会議でも再三、このテー
マが取り上げられた。公衆衛生のサー
ビスが行き届かない弱い立場のこうし
た人々の感染を減らすには、彼らが検
査や診療を受けやすいように、彼らへ
の「偏見・差別」をなくすことの重要性
がどのシンポジウム、演題発表でも強
調された。
　ＷＨＯ本部で事務局長、次長に次
ぐ要職にある厚労省出身の中谷比
呂樹事務局長補佐は会議視察のあ
と「ＨＩＶ感染は世界的には減少傾
向にあるが、地域差が大きく、今後は
的を絞る必要がある。アジアではkey  
populationsへの対策を強力に進めな
ければならない」と話していた。
　メディアの一員として国際エイズ会
議の取材でたびたび海外に出かけた
が、最近、メディアの認定が非常に厳し
くなっている。
　単に所属機関発行の身分証明書、
推薦書だけでは信用されない。スイス・
ジュネ―ブにあるＩＡＳ事務局にエイ
ズに関する署名入り記事を３本以上送
り、メディアとして認定されなければな
らない。時には記事の英文への翻訳を
求められる。その認定書を添えて会議
開催国の事務局に提出して審査を受
け、やっと会議の取材を許可される。現
地での取材よりも、事前の申請をパスす

るまでの方が大きな労力を強いられる
のが現状だ。
　これだけ厳しくなったのは、ニセ・メ
ディアの紛れ込みを防ぐためだ。現に
筆者自身１９９９年のクアラルンプール

（マレーシア）会議のメディアルームで
某アジアの大国のニセ・メディアに遭遇
したことがある。その当時のメディア審
査は厳しくなかった。
　メディアと認定されれば、高額の参加
費（今回は最高１２５０ＵＳ㌦）が免除
されるとともに、メディアパスが交付さ
れ、会場内のどこにも出入りでき、会議
場の最前列に近い席を確保できるなど
利点がある。
　２年前の米国と今回の会議に日本か
ら参加したのは私を含め２人だけだっ
た。米国の場合、テロを最も警戒してい
る国だけに、過去最も厳しい審査を受け
ることになった。英文によるあまりにも煩
雑な申請に、現地取材をあきらめた日本
人メディアがいたことを後日、聞いた。
　国際エイズ会議の取材を希望する
医学ジャーナリスト協会のメンバーに
は、十分に余裕をもって準備に取りか
かることをお勧めしたい。　　　（了）

（ひびの・もりお=ジャーナリスト＆東京医
療保健大学・大学院教授）

ＮＧＯのブースで色とりどりのコンドームを手にする地元の女子高生。日本では考えられない光景だ
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ともある。
　病気はそれだけでは終わらなかった。
よくありがちな「掌蹠膿疱症性骨関節炎」
を併発した。そうなると鎖骨、胸骨、肋骨、
脊椎、骨盤等の骨の破壊なども現れてく
る。著者も原因の特定ができないまま長
い間、関節の激痛の中で不自由な生活を
余儀なくされた。寝たきり生活を覚悟した
４０代始め、“運命の医師“に巡り合った。
原因もほぼ分かり、特殊な治療によって、
今は日常生活に支障なく、むしろ頑張りに
よってヘルスケア関連のＰＲ会社の女性
社長として実績を挙げている。
　これらの貴重な闘病経験が、本書刊行
の原動力になっている。その重要な教訓
は―
　「人の腸内環境と免疫、皮膚と骨と筋肉
の関係、さらには血液と神経、栄養を取り
込む消化器、水分を排出する腎機能、これ
らはすべて密接に関わりあっている。病気
とは決してその場所だけで、起こっている
のではない」ということであった。
　闘病体験や長年にわたるヘルスケアの
広報活動で得た多くの実用知識の集大成
が本書である。日常の何気ない症状が、
実は大きな病気のサインかもしれないこ
とを、より多くの人に知ってもらい、病気の
早期発見、早期治療に役立ててほしいと
痛感してのことである。
　左肩の鈍い痛みは狭心症の予兆の一
つ／声がかすれるのは、食道がんの症
状？／ 咳き込む一因は逆流性食道炎・・
など、よくある不調から起こり得る140項目
ほどに関して、イラスト入りで、分かりやす
く書かれている。著名な医師による医事ア
ドバイスも受け、誌面の一部に、専門的な
ひとことアドバイスとして取り入れている。
日常生活の中で、「あれ？何か変だな？」と
感じた時に役立つ。　　　　 （杉元順子）

設は要注意」など―従来の“医学常識”を
覆す一方で、「本物の医学的素養」が細か
く示されている。
　本書のもう一つの特徴は、大企業など
の健康商品にも「有害・無効」と明言する
ところにある。「武田薬品工業の処方薬
ダーゼン（かぜ薬）は1968年～ 2009年に
販売されたが、再評価で有効性を示すこ
とができず承認が取り消された」「有名企
業が提供する自動販売機の清涼飲料水
は非健康食品」「著名企業が製造・販売す
る（がん予防）サプリメントにも、ときにが
んを増やす可能性がある」。
　「患者の力」構築の目標の一つは「患者
が専門家として参加する医療」だという。
さらにその先には「悪化する医療を改善
させる有力な柱に」という高くて重い目標
がある。　　　　　　　　  （高山美治）

　「掌蹠膿疱症」、あまり聞きなれない病
気である。皮膚病の一種で、主に手のひら
や足の底などに膿疱状の発疹ができるの
が特徴だ。著者にこの病が発症したのは
２０代のOL時代。症例数は少ないが、非
常に厄介で治りにくい病気だといわれて
いる。胸や背中、腰に腫脹や激痛を伴うこ

新刊紹介

　著者は慶應義塾大学看護医療学部教
授。本書は著者が専門領域（肝臓内科専
門医）を抜け出て、あらゆる患者・患者候
補者を対象に著わした「患者の力」構築
のための指南書。
　「患者の力」は、かぜを例に説明されて
いる。「治療の基本は薬ではなく自然治癒
力」と断じ、急性上気道感染症治療ガイド
ラインの「かぜの初期で症状が軽い場合、
受診は不要」との説明を引く。かぜという
象徴的な事象を切り口に、現代人の「病
気はすべて医師任せ」の“甘えの構造”を
断ち切り、正しい医学常識を学び、生活習
慣病（時代）に対処することが喫緊のテー
マだと指摘する。
　本書には「患者の力」づくりのために現
代医科学の最先端情報が丹念に幅広く
示されている。ごく一部をあげる。「慢性病
管理の主役は治療者ではなく患者本人」

「病気には安静が第一は二昔前の話」「イ
ンフルエンザワクチンの感染予防率は
30％」「がんは生活習慣病であり予防は可
能」「大腸がんの便潜血反応陽性には冷
静に対応したい（被検者の6 ～ 7％が陽
性）。陽性者の2、3％に問題病変が見つ
かるが、このうち内視鏡切除が可能なも
のもかなりある」「手術件数を誇示する施
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製薬企業のブースを占拠、抗レトロウイルス薬（ＡＲＶ）の価格引き下げを求めて気勢を
あげるＮＧＯの活動家

ＨＩＶの主要な感染源である静脈注射による薬物乱用者の相談に乗る地元オースト
ラリアのＮＧＯのブース

売春従事者の医療へのアクセスを容易にしようと、偏見・差別の解消を訴えるＮＧＯの
ブース

「ＨＩＶ感染は犯罪でない」と訴え、メルボルン市内をパレードする感染者や支援者
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